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特別栽培農産物生産における黒点病の防除は、重点防除時期のみにジマンダイセ［要約］

ン水和剤を用い、その他の時期は無機銅剤の代替散布を行う体系防除により慣行栽培と同

等に黒点病を抑える。
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［背景・ねらい］

県内のカンキツ産地では、減農薬栽培（特別栽培・エコファーマー）を目指す生産者が

増加傾向である。減農薬栽培の防除において最も外観を阻害する要因は黒点病であり、伝

、 。染源である枯れ枝発生量と無機銅剤による防除効果を確認し 今後の防除指導に活用する

［成果の内容・特徴］

１．特別栽培における黒点病に対する薬剤防除として、重点防除時期にジマンダイセン水

和剤と他の時期には無機銅剤を用いる防除体系を組むことで、特別栽培基準でカウント

する農薬の約 ％が削減できる（表１)。85

． 、 （ ）。２ 特別栽培における黒点病の発病度は 慣行防除とほぼ同等に抑制可能である 図１

３．枯れ枝発生量は、７月～９月にかけて多く、減農薬栽培では慣行栽培に比べて８月や

９月が多い（図２ 。）

４．特別栽培において格外品となった主な原因は、黒点病であり、被害果率は慣行防除と

ほぼ同じである（図３ 。）

５．特別栽培において生果として出荷できる果実は ％であり、慣行防除の ％に比べ77 89

てやや低く、その原因は薬害、カイガラムシ類、ミカンサビダニである（図３ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．無機銅剤の使用は、ダニ類発生の助長と、高温時期の散布による果実への薬害発生に

注意が必要である。

２．特別栽培における枯れ枝発生量は、慣行防除に比べ多くなるため、梅雨前や秋雨前の

枯れ枝除去作業が重要である。

３．今回の防除試験は、平成 年度の登録農薬を参考に実施したため、薬剤の使用にあ19

たっては、最新の使用基準を確認する。
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月/日 慣行防除区(0％)※１ 特別栽培区(84.6％) 無機銅剤体系区 (100％)
1/5 ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類・ﾀﾞﾆ類 95％ﾏｼﾝ油乳剤 95％ﾏｼﾝ油乳剤 95％ﾏｼﾝ油乳剤
5/15 黒点病･そうか病・灰色かび病 ｽﾄﾛﾋﾞｰDF 重曹 重曹

ﾓｽﾋﾟﾗﾝ水溶剤
5/24 黒点病 ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 icﾎﾞﾙﾄﾞｰ66D icﾎﾞﾙﾄﾞｰ66D
6/16 黒点病 ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 icﾎﾞﾙﾄﾞｰ66D

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 ｽﾌﾟﾗｻｲﾄﾞ乳剤
ﾐｶﾝﾊﾀﾞﾆ 97%ﾏｼﾝ油乳剤 97%ﾏｼﾝ油乳剤

7/16 黒点病 ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 ｺｻｲﾄﾞ(ｸﾚﾌﾉﾝ加用) ｺｻｲﾄﾞ(ｸﾚﾌﾉﾝ加用)
ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ ﾓｽﾋﾟﾗﾝ水溶剤

7/20 ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ・ｻﾋﾞﾀﾞﾆ ﾊﾁﾊﾁﾌﾛｱﾌﾞﾙ － －
8/9 黒点病 ｴﾑﾀﾞｲﾌｧ-水和剤 ｺｻｲﾄﾞ(ｸﾚﾌﾉﾝ加用) ｺｻｲﾄﾞ(ｸﾚﾌﾉﾝ加用)

ｻﾋﾞﾀﾞﾆ ｻﾝﾏｲﾄ水和剤 ｺﾛﾏｲﾄ水和剤 ｺﾛﾏｲﾄ水和剤
8/24 黒点病 ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 － －

ﾀﾞﾆ類 ﾀﾞﾆｴﾓﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ
9/7 黒点病 － ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 ｺｻｲﾄﾞ(ｸﾚﾌﾉﾝ加用)

ﾀﾞﾆ類 ｺﾛﾏｲﾄ水和剤 ｺﾛﾏｲﾄ水和剤
11/8 果実腐敗病 ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 － －

－ 60.0 100
注)場内ほ場の興津早生36年生　各区２０樹　各区５樹に枯れ枝除去実施 　
　 ※１：（　）内は特別栽培基準でｶｳﾝﾄする農薬の削減率
　 特別栽培区：黒点病の重点防除時期(梅雨と秋雨)は、ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤600倍散布

表１　減農薬防除試験区の防除実績 （平成19年）
対象病害虫

ﾏﾝｾﾞﾌﾞ剤・ﾏﾝﾈﾌﾞ剤の削減率(%)

訪花害虫・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
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図　１　減農薬防除実証におけるカンキツ黒点病の発病度

注）発病度は、果面の黒点病の発症程度で、無(症状なし)・軽(散見)・

　　中(果面の1/4程度)・多(果面の1/2程度)・甚(果面全面や泥塊状)の

　　５段階で調査し、各処理区の発病程度を算出した値。

　　各区枯れ枝除去実施。
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図２　各処理区の月別枯れ枝発生量

注）毎月末に各区5樹の枯れ枝採取
　　樹容積の差は影響なし
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図３　収穫果実の被害果率

注）被害果率：格外品の内訳

     薬害：無機銅剤によるｽﾀｰﾒﾗﾉｰｽﾞ（果実に不整形の黒点症状）


